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今から約17年前人間ドックに入り
受診をしましたところ糖尿病の疑い
があるので精密検査をするよう担当
医の先生から指示されました。とこ
ろが別に自覚症状もないのでそれ程
気にもせずまだ糖尿病という病気の
怖さなどそのものも知らず精密検査
を受けず１ヶ年が過ぎ翌年同じセン
ターを訪れ人間ドックに入り受診い
たしました。その時の血糖値が空腹
時で144でありましたため担当医の
先生から「昨年も○○医院に行って
精密検査を行なうようお話しをした
でしょう」と言われましたので早速
指示された○○病院に行き検査を受
けました。その結果空腹時で血糖値
が130でありました私はその後糖尿
病という病気そのものを先ず知るこ
とこそが大事ではないかと思い本を
求め勉強をしましたところ糖尿病と
いう病気の怖さを初めて知り驚きま
した。糖尿病の治療方法としては３
つあり①食事療法②運動療法③薬物
療法等であると言われております。
私の場合担当医の（主治医）先生の

お話しでは食事療法と運動療法を行
えばよろしいとのことでしたので主
治医の先生、栄養士さん、看護師さ
ん方達の教えを確りと守り続けるこ
とが大切であると思いそれこそ天候
に関係なく徹底して実行しましたと
ころ、その努力が実ったのか空腹時
での血糖値が100まで下りました。
勿論現在も続けておりますが、一方
妻が約８年前脳梗塞により大手術を
５回入院８回も致しました。そのた
め私の糖尿病による健康管理は非常
に厳しいけれど妻のためまた自分自
身のことでありますので絶対に頑張
らなければならないと思い実行して
おります。私の食事療法ですが１日

当りのカロリーは1500kcalであり朝
食昼食夕食以外には間食は絶対にし
ない、また運動療法は１日当り平均
１万１千歩以上を目安にし速度は１
km当り12分更に歩幅は身長から
100cmを引いた幅、つまり私の場合
は身長が155cmですから歩幅は
50cmを目安にして運動を行なって
おります。現在の血糖値平成20年10
月８日の検査の結果食後（２時間後）
130でHbA1c6.0であります。これか
らも月に一度診察を受け御指導を頂
きながらそして主治医の先生、栄養
士さん看護師さん方達の教えをよく
守り毎日楽しく過して参りたいと思
っております。
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糖尿病と私の健康管理について
茨城県支部

Ｍ・Ａ・Ｃの会 久野　忠男

久野さんは奥様の介護を長年、献身的になさっていらっしゃいます。
生活の中心が奥様の介護ですから、自らの糖尿病治療に割くことのでき
る時間は限られてきます。しかし、僅かな時間を調整し、寸時を惜しん
で毎日欠かさず一万歩以上歩くことを継続されています。その常に前向
きな姿、私も見習いたいと思っております。

みなみ赤塚クリニック 高橋　秀夫

主治医から一言
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私は今41才ですが子供の頃から肥
満児で小６で60kgはあったと思いま
す。「病気になるから痩せなさい。」
と言われ続けましたが、今は元気だ
し、と真剣に受けとめませんでした。
24才就職試験の健康診断で「糖尿病
の疑いがあるので不採用です。」と
言われたときはショックでしたが、
それ程気にしませんでした。ここで
気づくべきでした。体重は100kgを
越えましたが、調子が悪いこともな
く、バブル期を謳歌してしまいまし
た。毎年の健康診断でも「糖尿病疑
い」から「糖尿病」になりましたが
危機感はありませんでした。周りの
人達もどこか数値が悪く、病気自慢
するような風調さえありました。現
実を直視するのが怖く、お互い傷を
舐め合っていたのでしょうね。とこ
ろがやはり糖尿病であった父が網膜
症と腎症となり仕事を続けることが
出来なくなってしまいました。ここ
で初めて糖尿病の恐ろしさを思い知
ることとなりました。自覚症状がな
くても急に目が見えなくなり、日常

生活が一変してしまうのです。慌て
て自分も病院で診断を受けました。

「糖尿病」と診断されて５年経って
いました。網膜症と腎症を合併して
おり、真剣になりました。教育入院
のある病院を探しました。この時出
会ったのが千葉先生でした。ただ病
気を怖がっていた私でしたが、検査
結果の数値の意味と改善方法を分か
り易く教えて頂き、入院中の治療で
体重が10kg減り、その後の通院で更
に20kg減りました。HbA1cは毎回
5.1％糖尿病でない人の様です。網
膜症もレーザー治療後は進行せず、
ギリギリ間に合った様です。きちん
と診て頂き指導して頂くと食事制限

もがんばれます。ただ腎症はよくな
らないので高蛋白質や高塩分のもの
は少ししか食べられません。これま
た自覚症状が無いのでくじけそうに
なりますが検査の数値と先生の言葉
が希望の光となっています。時には
戒めとなりますが、どちらも私の体
を気遣ってくれての言葉なので、素
直に嬉しく思います。私自身少しで
も長く現状維持できる様、がんばり
たいと思います。先生や栄養士、看
護師の皆さんと家族に日頃感謝の気
持ちを伝えていない気がしますが本
当に感謝しています。ありがとうご
ざいます。

糖尿病になって思うこと

栃木県　
つばさの会 斎藤　佳樹郎

斎藤さんは穏やかで明るくいつも前向きな方です。ご自身の仕事
の他に糖尿病患者さんのための宅配食販売を始めて下さいました。
またご自分のデータ管理（カルテよりわかりやすい管理です）とそ
の分析力は素晴らしいもので、診療の際は、私はただうなずくのみ
といった感じです。これからもお元気でご活躍されることを期待し
ています。

医療法人長崎病院内科　千葉　泰子

主治医から一言
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40年近く、Ⅰ型糖尿病を患っており、３人の
男子を産みながらの、共働きでした。

長い間、お世話になっている糖尿病主治医の
宮川高一先生から「クレアチニンが高いから、
気をつけて！」と言われていましたが、自覚症
状がないので、右から左に聞き流す状態でした。
先生の適切で、時にはきびしいご指導をいただ
きながらも、自分自身の力不足、理解不足の結
果、何回かの失敗をくりかえし、病状を返って
悪化させることもありました。

ある日、突然、それはやってきました。
（2005年２月）異様に身体がだるく、気持ち悪
くなり、起きていられず、先生に電話しました。
クレアチニンが3.7まで上がっていたのです。
まもなく先生の紹介で他病院に入院、たんぱく
食40グラムの治療食でした。一ヶ月余の入院で
したが、効果はなく、逆にクレアチニンは上昇
するばかり。さあ、困った、何とかしなくては。
半年後には透析と言われました。退院後、その
病院の腎内科にも通院するようになりました。

その頃より主食を「低たんぱく食品」に変え
て、自己流で始めました。しかし、指数は4.4
まで上がってしまい、糖尿病には低たんぱく食
は効き目がないのかなと、がっかりしました。

出来る限り透析を先送りしたい、その一念で、

ネットで検索し、腎内科の病院をかえ、出浦照
国先生の指導を受けるようになりました。出浦
先生は私の病状を診て、たんぱく質20グラム、
塩分５グラムを指示されました。「たんぱく質
20グラムは一歩間違えれば重大な栄養障害を起
こしかねない。きちんと、医師、栄養士の指導
を受け、自己流では駄目だよ」と言われました。

宮川主治医もそれを一番、心配しておられま
した。また、ネット検索で「JOIN」が出して
いる「はかりちゃん」のソフトを知り、それを
使い、毎日、キチンと20～21グラムの低たんぱ
く食を摂取しています。計算が素早く正確にで
きるようになり、大変、助かっています。

それからのクレアチニンは高止まりながら、
一直線に上昇することなく、ほぼ平行状態で推

移し、２年が経過しました。（クレアチニン4.4
BUN30 前後で推移）

私の狭い経験から学ぶことは
①クレアチニンが1.3を超える前に、医師は

厳しく患者に警鐘を鳴らすようなシステムを確
立して欲しい。２や３以上になると、クレアチ
ニンはまず、下がらない。遅かれ早かれ、透析
になるようだ。勿論、個人差はあるが。

②患者も医師任せではなく、自分の病気を知
り、勉強して欲しいし、医師もそれを援助、指
導して欲しい。

③Ⅰ型糖尿病の人は自分に甘えない事。
発病は自分の責任ではないと言う甘えが、自

分にはあった。（不可抗力の免疫不全）、27歳時、
Ⅰ型糖尿病発症　現在66歳

わ た し と 糖 尿 病

慢性腎不全に、低たんぱく食治療を続行中
東京都　

たま希望会 小嶋　節子

小嶋さんは第２子出産後に発症した１型糖尿病です。
すでに1990年に増殖前網膜症、尿蛋白２ｇ／日となっていました。
2006年からの低蛋白質食事療法で腎機能悪化速度を低下させ、透析にいたら

ずすんでいます。インスリン治療にも、食事療法にも「がんばり屋さん」です。
宝塚が大好きで若い娘さんのように話される方です。

宝塚に自由に行きたいことが透析を遅らせたい１つの動機ですが、いつまで
も、宝塚に行けるようにしていくことが主治医のつとめだと考えています。

多摩センタークリニックみらい　宮川　高一

主治医から一言

のぞみ
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私は70才の誕生日に入院する。
2004年11月30日朝７時出発で、約
20km離れた、更埴中央病院の整
形に、腰痛で、週１回の診察、腰
にブロック注射をし、腰痛の様子
を見てもらっていたのですが、診
察の時看護師に今日は少し頭が重
いと話したら、それでは今日は血
液検査で違った処も調べてあげる
と言われ、２時間程待って、呼び
出しの時は、内科の方に変って呼
ばれ昼時、食事もせずに、先生か
ら腰痛では命は取られないが、今
は糖尿病だと云われびっくり、内
容は、血糖値が430HbA1c11％と
高いので、医者として、数字を見
る限り入院して治療をしないと帰
されない。入院手続きを行います
ので、自宅や仕事関係の方に、二
週間は帰れない事を連絡してと言
われたが、頭の中は真白で何を話
され、どうしてこうなったのかも
解らず、糖尿は遺伝が多いのです
が、あなたは、膵臓が悪く病名は
一型糖尿病と云われ、その説明を

聞いたのは、午後３時半頃、外は
少し暗い感じでした。看護師さん
より、入院の準備は出来たと、云
われましたが、再度先生にお願い
して、明日の入院にしてもらい、
静かに車で帰宅し、夜は家内と、
どうして、こうなったか、振返っ
て見れば、禁煙の為にノド飴を、
一年以上なめて、又仕事柄会議も
多く、終れば懇親会と云う事にな
り、タバコは止めても、酒は止め
られない状態でした。今になって、
いくら反省しても、治らない病気、
年を重ねると、何か病に取りつか
れると聞きますが、身から出た錆、
４年前糖尿病と言われ10日間の教
育入院、今迄自分勝手な生活を糖
尿病の基礎知識から、徹底した栄
養の取り方、食事指導を教わりま
した。12月10日、退院の日を迎え、
家に近い長野中央病院、近藤先生
への紹介状をもらい、退院。振返
って見ますと、毎日朝ウォーキン
グ５～8,000歩をして居れば健康
は保てると思っていたのが、甘か

ったと思います。今も早朝ウォー
キングをしたいけど、最近は低血
糖になり、今は運動を模索中です。
家の生活は７人家族、孫３人と朝
夕は一諸に食事、うまい物から先
に手が出てしまい、孫にもこれ位
と云われるのが嬉しかった。その
孫も３年生、病気の事も知って、
今は肉など、２切れ位皿に出して
呉れる。本当に有難い事ですが、
運動と食事について、特に腹８分
目と一日の摂取カロリーを、単位
で覚える事が一番難しく、今は近
藤先生初め看護師、又りんどう会
の勉強会年２回の日帰り旅行と、
同じ境遇の人と楽しく過ごせる日
が楽しみに毎回出席、糖尿病患者
は、長い道のりを、自己管理で合
併症にならないように、努力する
宿命にあるだけに、病院側との連
絡を密にし、又患者同志の経験等
を互いに支え合い一病息災で楽し
い人生を過ごしたいと思っていま
す。

糖尿病と共存して生きる
長野県

りんどう会　長野中央分会 土屋　功


